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出題の意図は、最新の最低賃金引き上げという具体的・時事的テーマを通して、沖縄の地

域経済の実情を理解し、事業者と労働者の双方の立場から影響を多面的に捉え課題を分析

し、自らの意見と対応策を論理的に示す力があるかどうかを確認することにある。具体的には、

① 時事的テーマに対する理解力・関心があるか（「初の 1,000 円台」「過去最大の改定」の

社会的インパクトを認識できるか）、② 沖縄の地域特性（観光業中心、中小零細企業の多さ、

1 人当たり所得の低さ、貧困問題等）の理解があるか、③ 多角的な思考力（事業者・労働者

双方の視点）があるか。例えば、事業者側からみた人件費増による経営圧迫、価格転嫁の難し

さ、労働者側からみた生活向上への期待、雇用への不安などの両面を整理して論理的に考察

できるか等を確認することにある（以上は、アドミッションポリシー１～５全てに関係あり）。 
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2026年度 総合型選抜試験（B日程） 総合文化学部 人間福祉学科心理カウンセリング専攻 

「出題の意図」

１．実施状況

志願者数・合格者数

志願者数 合格者数

7 3

２．人間福祉学科心理カウンセリング専攻 アドミッション・ポリシー

人間福祉学科心理カウンセリング専攻は、沖縄国際大学の「アドミッション・ポリシー」を以

下の通り具現化し、人間のこころに関心を持ち、自らの個性と人間力の向上に努める人物を求

めます。

1.人間の「こころと行動」と「人と人とのつながり」について科学的視点から学ぶ意欲と関心

を持つ人物。

2.これまでに意欲的に取り組んできた活動や得意分野を大学での学びに結びつけ、さらに、

心理学の知識や技術を今後のキャリア形成や日常生活に実践的に応用したいという真

摯な態度を持つ人物。

３．出題の意図

 今回出題した問題は，アドミッション・ポリシーの 1項目目に該当する資質を確認することを目

的としています。「感情」は，誰にとっても身近なものでありながら，人のこころや行動に深く関

わっています。そうした「感情」というテーマにきちんと関心をもっているか，また，日常生活の中

で自分の感情とどのように向き合い，どのように制御してきたかを振り返り，それを自分の言葉

で論理的に記述できるかを評価しています。

４．その他特記事項（評価のポイント・アドバイスなど）

評価のポイントは，①自分がどのような状況でどのような感情を抱くのか，②生じた感情にど

のように対処・調整しているのかについて，具体的に記述されているかという点です。あわせて，

小論文としての基本構成（序論・本論・結論）が守られているか，および正確で適切な日本語

表現が用いられているかも評価しました。

アドバイスとしては，日頃から自分の「気持ち」や「感情」に関心をもち，自身のこころと向き

合う習慣を身につけること，また，自分のこころの状態を言語化する練習を重ねることをお勧め

します。
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